
（別紙４）

（対象者数） 0 （回答者数） 0
～ 令和　7　年　1　月　30　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

（対象数） 0 （回答数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
法人内には、未就園から就園・就学と子どものステージに応
じた支援ができる体制が整っている。保育所等訪問支援を確
実に実施できるよう人材獲得と育成を図る。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・確実に実施できるための人員補充

2

3

○従業者評価実施期間 令和　7　年　1　月　10　日

○事業所名 児童発達支援事業所あかり（保育所等訪問支援）※サービス提供実績がないため、事業所の体制整備等、児童発達支援と共通項目のみ記載

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答数

　　　　　　　　　　　　実績なし

○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間
○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成日 令和　7　年　2　月　20　日

　　　　　　　　　　　　実績なし

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

主たる事業である児童発達支援において、親子通園（母子通
園）からおこなっており、就園前や就学前から利用するお子
さんが多く、療育の入口から支援できることで保護者支援に
もつながっている

今年度サービス利用実績はなかったが、保護者を通して園か
らの相談があった場合は、情報共有をしたり、相談への助言
や提案等はおこなっている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援が従たる事業となっており、人員の影響が
でてしまう

訪問支援事業の日程を計画的におこなてっていく。

事業所における自己評価総括表公表


